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令和６年11月令和６年11月
議会だより議会だより

№№128128
題字は、厚沢部町認定こども園 題字は、厚沢部町認定こども園 道道
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しましま

　　壮壮
そうそう

祐祐
すけすけ

さん です。さん です。

ＳＴＯＰ！！ジャガイモシストセンチュウ
～日本一のブランド「あっさぶメークイン」を守ろう！～

台湾との交流を深める一歩に。日台友好議員連盟を設立台湾との交流を深める一歩に。日台友好議員連盟を設立
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令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
10
日
か
ら
11
日
ま
で
の
２
日
間

開
か
れ
、
補
正
予
算
等
22
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
工
事
費
な
ど

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
工
事
費
な
ど

１
億
９
７
８
７
万
５
千
円
を
補
正

１
億
９
７
８
７
万
５
千
円
を
補
正

総
額
総
額
5252
億
４
７
８
９
万
円

億
４
７
８
９
万
円

補
正
予
算

一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
７

８
７
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

52
億
４
７
８
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
増
額
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
緑
町
集
会
施
設
新
築
に
伴
う
土

地
購
入
費�

（
２
５
３
０
万
円
）

●
緑
町
集
会
施
設
新
築
工
事
実
施

設
計
委
託
料

�

（
１
１
８
０
万
３
千
円
）

●
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
工
事

費�

（
３
８
１
９
万
８
千
円
）

●
電
気
自
動
車
等
購
入
費

�

（
１
５
２
５
万
２
千
円
）

●
予
防
接
種
委
託
料

�

（
１
７
５
９
万
８
千
円
）

質
疑
応
答
（
要
旨
の
み
）

問　

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
工

事
費
と
電
気
自
動
車
等
購
入
費
の

内
容
は
。�

中
山
議
員

答　

公
用
車
と
し
て
電
気
自
動
車

を
２
台
導
入
し
、
そ
の
電
気
自
動

車
の
充
電
用
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
ま
す
。

問　

緑
町
集
会
施
設
新
築
工
事
実

施
設
計
委
託
料
の
内
容
は
。

�

高
田
議
員

答　

道
の
駅
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
駐
車
場
を
現
在
の
緑
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
広

げ
る
予
定
が
あ
る
の
で
、
集
会
施

設
の
移
設
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

問　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

助
成
の
内
容
は
。�

香
川
議
員

答　

０
歳
～
18
歳
を
対
象
に
、
一

人
当
た
り
８
３
０
０
円
を
助
成
し

ま
す
。
な
お
、
65
歳
以
上
と
60
歳

～
64
歳
の
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の

方
は
、
自
己
負
担
な
し
で
接
種
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

問　

有
害
鳥
獣
駆
除
の
実
績
は
。

�

中
山
議
員

答　

９
月
９
日
現
在
で
、
熊
が
11

頭
、
鹿
が
89
頭
捕
獲
さ
れ
て
い
ま

す
。
鹿
の
捕
獲
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

緑町コミュニティーセンター（今後、道の駅の建て替えに伴い、移設予定）緑町コミュニティーセンター（今後、道の駅の建て替えに伴い、移設予定）
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問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
プ
レ

ミ
ア
ム
率
が
下
が
っ
た
要
因
は
。

�

山
田
議
員

答　

令
和
３
年
度
～
５
年
度
は
国

か
ら
の
交
付
金
を
使
っ
て
50
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
率
で
行
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
町
の
財
源
の
み
で
運
用

す
る
た
め
、
商
工
会
と
も
協
議
し
、

30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
で
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
会
計

　

保
険
事
業
勘
定
は
、
介
護
給
付

費
負
担
金
等
過
年
度
精
算
返
還
金

を
１
９
９
５
万
６
千
円
増
額
し
、

６
億
９
９
１
３
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

条

例

●
厚
沢
部
町
表
彰
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

刑
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

人

事

●
上
戸
昌
行
議
員
の
辞
任
に
伴
う

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
松

村
松
雄
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

●
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
佐
藤
祐

子
さ
ん
（
本
町
）
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

承

認

●
令
和
６
年
度
厚
沢
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

発

議

●
厚
沢
部
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　

刑
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

報

告

●
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
の
報
告

●
令
和
５
年
度
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告

●
令
和
５
年
度
公
営
企
業
会
計
に

係
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告

●
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

の
調
査
報
告議

員
派
遣

●
渡
島
・
檜
山
管
内
市
町
議
会
議

員
研
修
会

　

目
的　

分
権
時
代
に
対
応
し
た

議
会
の
活
性
化
及
び
議
員
の
資
質

向
上
を
図
る
た
め
。

　

場
所　

北
斗
市

　

期
間　

10
月
10
日

　

議
員　

全
議
員

●
札
幌
厚
沢
部
会
総
会

　

目
的　

当
町
出
身
者
と
の
町
政

に
関
す
る
意
見
交
換
及
び
交
流
の

た
め
。

　

場
所　

札
幌
市

　

期
間　

10
月
26
日

　

議
員　

鈴
木　

祥
司

　
　
　
　

中
山　

俊
勝

　
　
　
　

松
村　

松
雄

●
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研

修
　

目
的　

農
産
物
（
南
瓜
）
の
栽

培
状
況
、
新
た
な
る
産
業
・
道
の

駅
の
調
査
、
子
育
て
・
移
住
対
策

事
業
の
先
進
事
例
を
視
察
し
、
今

後
の
行
政
推
進
の
参
考
と
す
る
。

　

場
所　

名
寄
市
、
士
別
市
、
美

深
町
、
東
川
町

　

期
間　

10
月
28
日
～
30
日

　

議
員　

高
田　

一
弥

　
　
　
　

松
村　

松
雄

　
　
　
　

中
山　

俊
勝

　
　
　
　

山
田　

克
哉

補　正　予　算　額　一　覧　表
区分

会計名
補　正　額 補 正 後 の 額

一 般 会 計 １億９７８７万５千円 ５２億４７８９万円

介護保険事業特別会計
（ 保 険 事 業 勘 定 ） １９９５万６千円 ６億９９１３万４千円
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質　　問

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

各
分
野
で
の
活
用
を
検
討
し
た

い Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
取
り

組
み
と
活
用
を

佐

藤

町

長

佐さ

さ々

木き

宏ひ
ろ
し

議
員

佐々木議員

～
聞
い
て
み
た
い
、こ
ん
な
こ
と
～

～
聞
い
て
み
た
い
、こ
ん
な
こ
と
～

問
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
・

吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し

て
国
が
認
証
し
、
取
引
を
可
能
と

す
る
制
度
を
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
と
言
い
ま
す
。

そ
の
制
度
の
一
環
で
、
厚
沢
部

町
所
有
の
レ
ク
の
森
や
た
い
こ
山

な
ど
、
町
有
林
の
有
効
活
用
方
策

と
し
て
、
森
林
由
来
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
」
と
し
て
販
売
す
る
事
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
水
田
作
付
け
農
業
者
に

よ
る
「
水
稲
に
お
け
る
中
干
し
期

間
の
延
長
」
で
、
水
田
か
ら
発
生

す
る
メ
タ
ン
を
減
ら
す
効
果
の
あ

る
取
り
組
み
に
向
け
た
農
業
者
の

意
識
醸
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

さ
ら
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
で
享
受
す
る
利
益
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
大
切
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
や
森

林
経
営
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ

た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量

や
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て

認
証
す
る
制
度
で
あ
り
、
本
町
に

お
き
ま
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人

北
海
道
環
境
財
団
を
通
じ
て
、「
う

ず
ら
温
泉
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
導
入
事
業
」
と
し
て
二
酸

化
炭
素
４
２
２
ト
ン
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
認
証
を
受
け
、
令
和
５
年
３
月

に
売
却
代
金
34
万
９
３
６
０
円
を

受
け
取
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
質
問
に
あ
り
ま
す
「
森
林
由

来
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
は
、
間
伐

等
の
森
林
経
営
活
動
に
よ
る
森
林

の
炭
素
吸
収
増
加
量
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
化
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
販
売
に
よ
り
得
ら
れ
た

資
金
を
、
森
林
経
営
に
必
要
な
経

費
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

進
め
る
う
え
で
は
、
認
証
等
の
審

査
や
吸
収
量
算
定
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
経
費
が
発
生
し
、
こ
れ
に
見

合
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
確
保
で
き
る

か
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

次
に
、
「
水
稲
の
中
干
し
期
間

の
延
長
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直

近
２
年
間
の
中
干
し
期
間
の
実
施

日
数
よ
り
７
日
間
以
上
延
長
し
、

所
定
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
で
農

業
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
入
が
見
込

め
る
制
度
で
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

等
を
通
じ
て
取
引
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
あ
る
程
度

の
ま
と
ま
っ
た
面
積
や
地
域
で
行

う
こ
と
に
よ
り
農
業
者
の
収
入
確

保
の
ひ
と
つ
と
し
て
有
用
な
制
度

と
捉
え
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で

認
証
等
に
要
す
る
費
用
が
発
生
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
中
干
し
期
間

の
延
長
に
よ
る
収
量
の
減
少
や
品

質
低
下
な
ど
も
懸
念
さ
れ
、
経
営

に
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
取
り
組
み
を
進
め
な
が

ら
、
各
分
野
で
の
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
、
各
関
係
機
関
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
制
度
の
周
知
も
図

り
つ
つ
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
可
能
な
も

の
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

～町の議会を傍聴しましょう～
町政はあなたのために

手続きは、傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。

（　　　　　　）次の定例会は12月です。 詳しい日程はホームページ等で
ご確認ください
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令和５年度

各
会
計
決
算
を
認
定

各
会
計
決
算
を
認
定

令
和
５
年
度
各
会
計
の
決

算
認
定
は
、
９
月
10
日
か
ら

11
日
に
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
議
さ
れ
、
全
会
一

致
に
よ
り
認
定
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
を

要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

問　

未
納
の
町
税
の
内
訳
は
。

�

香
川
委
員

答　

町
民
税
が
６
名
で
88
万
２
千

円
、
固
定
資
産
税
が
８
名
で
１
７

９
万
９
千
円
で
す
。
軽
自
動
車
税

の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

国
営
相
和
事
業
負
担
金
の
今

後
の
収
納
計
画
は
。

�

佐
々
木
委
員

答　

現
在
の
収
入
未
済
は
７
名
お

り
、
農
地
の
売
買
等
の
財
産
処
分

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
の

内
訳
は
。�

佐
々
木
委
員

答　

２
名
で
１
１
７
万
４
千
円
で

す
。

問　

町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録

状
況
は
。�

香
川
委
員

答　

令
和
５
年
度
末
で
４
４
７

名
、
直
近
で
５
６
９
名
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

問　

高
校
生
通
学
定
期
券
購
入
補

助
の
実
績
は
。�

香
川
委
員

答　

江
差
高
校
に
通
学
す
る
生
徒

17
名
が
補
助
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問　
「
あ
っ
さ
ぶ
旅
行
割
」
の
実

績
は
。�

香
川
委
員

答　

町
内
の
宿
泊
施
設
で
宿
泊
代

の
割
引
を
実
施
し
、
宿
泊
客
が
６

割
ほ
ど
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
商
店
で
使
え
る

ク
ー
ポ
ン
券
も
配
付
し
た
こ
と
か

ら
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
も
あ
り

ま
し
た
。

問　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

政
策
支
援
業
務
委
託
の
成
果
は
。

�

佐
々
木
委
員

答　

事
業
創
造
株
式
会
社
に
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
委
託
し
、
地
域
公
共

交
通
計
画
の
策
定
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問　

令
和
５
年
度
に
敬
老
会
を
実

施
し
た
地
域
は
。�

山
田
委
員

答　

赤
沼
町
内
会
の
１
地
区
だ
け

で
す
。
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
域

の
対
象
者
に
は
、
町
内
会
か
ら
３

千
円
分
の
商
品
券
を
渡
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

問　

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合
負

担
金
の
算
定
方
法
は
。

�

中
山
委
員

答　

施
設
ご
と
に
人
口
割
、
実
績

割
、
均
等
割
な
ど
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
新
し
い
処
理
施
設
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
建
設
費

を
人
口
割
率
で
各
町
負
担
金
に
加

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

24
時
間
ト
イ
レ
の
安
全
管
理

体
制
は
。�

佐
々
木
委
員

答　

駐
車
場
方
向
を
映
す
防
犯
カ

メ
ラ
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
身

障
用
ト
イ
レ
が
自
動
ロ
ッ
ク
さ
れ

た
場
合
に
通
報
が
行
く
と
い
う
機

能
も
あ
り
ま
す
。

問　

鶉
小
学
校
閉
校
後
の
冷
房
設

備
の
活
用
方
法
は
。�

山
田
委
員

答　

ま
だ
冷
房
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
公
共
施
設
が
あ
る
の
で
、

関
係
部
署
と
協
議
し
、
活
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
全
道

大
会
参
加
に
対
す
る
補
助
に
つ
い

て
、
現
在
の
物
価
高
騰
に
合
わ
せ

て
補
助
率
を
上
げ
る
考
え
は
。

�

香
川
委
員

答　

全
道
大
会
と
地
区
大
会
の
整

合
性
を
取
る
と
と
も
に
、
保
護
者

の
方
、
選
手
の
方
に
負
担
の
な
い

よ
う
な
大
会
出
場
助
成
の
見
直
し

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
る
試
験
の
結
果
は
。

�

中
山
委
員

答　

ホ
ク
レ
ン
と
共
同
で
た
い
肥

施
用
効
果
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
試
験
デ
ー
タ
を
基
に
、
現
場

で
普
及
さ
せ
る
た
め
の
課
題
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栽
培
方
法
検
討
試
験
で

は
、
さ
つ
ま
い
も
の
新
品
種
の
増

殖
等
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
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各会計決算審査意見書（抜粋）

歳入では、町税、国保税、介護保険料は依然とし

て未納が発生している状況であり、町税及び国保税

については、滞納整理機構への引継ぎ等に加え、必

要に応じ資産調査や差押え、戸別訪問による折衝を

実施しており、徴収率は、全税目、保険料において

昨年度と比較して上昇している。固定資産税、国保

税については徴収率過去最高値となり、徴収努力が

実った結果となっている。

各種負担金等の収納状況は、奨学資金貸付金償還

金、公営住宅使用料、上下水道使用料等の未納も発

生しており、長期化することのないよう個々の状況

を十分に把握し対策を講じるべきである。特に、

国営相和地区農地開発事業費過年度負担金は令和

５年度末の未納額が、125,135,780円で収入実績は

1,696,600円であった。それぞれのケースに応じた

処理方針を速やかに定め、整理に向け進めていただ

きたい。

令和５年度決算状況においては、令和４年度に重

点道の駅商業施設建設工事や関連業務といった大型

事業が完了したことから、決算額では前年度を下回

る結果となった。基金現在高は60億円台を若干下

回ったが、北海道市町村備荒資金組合の現在高は約

1,272,417千円と健全財政の維持が図られている。

しかし、地方交付税、交付金については国の動向

に大きく左右され、現在検討されている小中一貫校

である義務教育学校の建設や公営住宅長寿命化計画

に基づく公営住宅の更新といった大型事業も控え、

全国各地で頻発している大規模災害にも備えておか

なければならないことから、財政力基盤の乏しい当

町としては、限られた財源の中で適正な予算執行を

行い、常に費用対効果を検証し、事業のスクラップ

アンドビルドを行い、既存事業の見直しを図った上

で新規事業を展開することが望まれる。

予算の執行は適正なものと認めるが、各款項目と

も不用額が多く、事業や支出科目の性質上予想を立

てることが困難なものもあると理解するが、全体と

して186,699千円と不用額が年々増加していること

から、今一度予算積算の精度を高め、適正な執行に

より不用額の減額に努められたい。そうしたことが、

質の高い充実した行政サービスの向上に繋がり、今

後も健全な財政運営を堅持されることを望み審査意

見とする。

国民健康保険病院事業特別会計
決算審査意見書（抜粋）

令和５年度決算の収支に着目すると、入院・外来

ともに患者数・収益が増加したことにより、医業収

益の総額は昨年度と比較して増加している。また、

資本的収支においては、生理検査システム更新等の

器械備品を更新しているが、前年度繰越分であるス

プリンクラー設備整備工事費の減少により、決算規

模は減少している。また、一般会計の経費負担は従

来からの考え方で、建設改良費等については全額を

一般会計から負担金として繰り出すこととしている

が、施設改修整備費において補助金を活用し、一般

会計負担金の減額に努めている。

一般会計からの補助金を除いた収支では、可能な

経費節減を行い経営の効率化に取り組んでいるが、

２次医療圏への患者流出など患者数の推移に医業収

益が大きく左右されるため、短期間で収支改善を図

ることは困難であるが、人口減少社会を迎えた現在

では、町内だけでなく近隣町からの患者受け入れ確

保に尽力されたい。

公的医療機関の果たすべき大きな役割は、地域に

おいて提供されることが必要な医療のうち、採算性

等の面から民間医療機関による提供が困難な医療を

提供することにある。今後は南檜山メディカルネッ

トワークとの連携を深め、厚沢部町国民健康保険病

院の存在意義を再認識し、住民が安心して生活でき

るためにも、地域の公的医療機関の役割を果たして

いただきたい。そのために、職員一丸となってより

良い医療サービスと提供し、そのことが収支改善に

もつながることを望み審査意見とする。

厚沢部町代表監査委員　岩　田　健　二

厚沢部町監査委員　上　戸　昌　行
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令和５年度　厚沢部町各会計決算
区分

会計名
歳　入（収　入） 歳　出（支　出） 差　引　残　額

一 般 会 計 48億8815万8621円 48億10万2334円 8805万6287円

国 民 健 康 保 険 事 業

特 別 会 計
5億4335万4245円 5億2425万366円 1910万3879円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 8132万9024円 8132万9024円 0円

介 護 保 険

事 　 　 業

特 別 会 計

保険事業勘定 6億8254万7868円 6億5932万8572円 2321万9296円

介護サービス

事 業 勘 定
262万9920円 262万9920円  0円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億4263万1375円 1億1882万595円 1億2381万780円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2億1850万1634円 1億1952万9556円 9897万2078円

国 民 健 康 保 険

病 院 事 業

特 別 会 計

収 益 的 収 入

及 び 支 出
4億9590万3007円 4億9584万3140円 5万9867円

資 本 的 収 入

及 び 支 出
4438万8568円 4438万8568円 0円

※ 簡易水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計は、令和６年４月１日からの公営企業会計方式の適用に伴い、令和６年３月
31日をもって終了とする「打切決算」となります。打ち切り時点での未収入・未払金は、収入・支出に含まれていません。

意見書を提出しました

第３回定例会で意見書２件を原案どおり可決し、関係省庁に提出しました。（内容省略）

●�道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改訂版）を見直しすべての子どもにゆたかな学びを
保障する高校教育を求める意見書

　提出先　北海道知事、北海道教育委員会教育長

●国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書
　提出先　�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、

　　　　　国土強靭化担当大臣
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議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

本
特
別
委
員
会
は
、
議
会
に
お

け
る
適
正
な
議
員
定
数
及
び
議
員

報
酬
等
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度

か
ら
必
要
な
事
項
の
調
査
・
研
究

す
る
機
関
と
し
て
設
置
し
た
。

８
回
に
わ
た
る
調
査
を
行
い
、

令
和
５
年
11
月
18
日
に
は
、
先
進

地
研
修
と
し
て
松
前
町
議
会
の
視

察
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
「
議
員
定
数

等
の
見
直
し
に
係
る
町
民
懇
談

会
」
を
開
催
し
、
議
員
定
数
、
議

員
報
酬
、
及
び
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

調
査
内
容
及
び
調
査
結
果

①
「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て

全
国
及
び
全
道
に
お
け
る
人
口

３
０
０
０
人
台
の
定
数
の
平
均
を

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る

「
第
69
回
町
村
議
会
実
態
調
査
（
令

和
５
年
７
月
１
日
現
在
）
」
を
活

用
し
、
定
数
の
全
道
平
均
は
９
．

５
３
人
、
全
国
平
均
で
は
９
．
５

委

員

会

活

動

委

員

会

活

動

５
人
で
あ
り
、
当
町
と
の
大
き
な

差
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

単
純
に
人
口
規
模
の
み
だ
け
で

は
、
議
員
定
数
を
判
断
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
当
町
の

実
状
に
あ
っ
た
定
数
が
必
要
と
判

断
し
、
協
議
と
な
っ
た
。

②
「
議
員
報
酬
」
に
つ
い
て

報
酬
に
つ
い
て
も
、
定
数
と
同

様
に
先
の
全
国
調
査
を
活
用
し
た

結
果
で
は
、
一
般
議
員
報
酬
月
額

は
全
道
平
均
で
17
万
５
１
４
７

円
、
全
国
平
均
で
は
、
18
万
６
４

３
６
円
で
あ
り
、
全
国
平
均
で
は

１
万
５
千
円
ほ
ど
少
な
い
と
の
結

果
で
あ
っ
た
。

な
お
、
近
年
は
「
議
員
の
な
り

手
不
足
」
対
策
と
し
て
、
議
員
報

酬
を
引
き
上
げ
る
市
町
村
が
増
え

て
き
て
い
る
。
特
に
渡
島
管
内
で

は
全
体
の
半
数
で
あ
る
５
町
で
報

酬
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る
の

が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

③
「
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
」
の
実
施
に
つ
い
て

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

に
つ
い
て
は
、
議
会
報
告
会
に
お

い
て
も
何
度
と
な
く
問
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
近
隣
市
町
村
で

は
、
渡
島
管
内
は
全
市
町
で
の
令

和
６
年
度
か
ら
の
実
施
、
檜
山
管

内
で
は
す
で
に
今
金
町
・
せ
た
な

町
が
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
江

差
町
に
お
い
て
も
既
存
機
器
の
改

修
の
上
、
本
年
９
月
か
ら
の
実
施

を
目
指
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

④
「
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
つ

い
て議

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
、
松
前
町
議
会
で
は
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
等
を
目
的
に
、
全
議
員
及

び
議
会
出
席
者
を
対
象
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
38
台
導
入
し
、
令

和
３
年
度
か
ら
活
用
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
導
入
費
用
は
、

Ｐ
Ｃ
機
器
の
高
騰
に
よ
り
高
額
と

な
る
。

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
機
器
（
タ
ブ
ブ
レ
ッ

ト
）
の
操
作
な
ど
の
対
応
に
つ
い

て
も
考
え
つ
つ
、
方
向
性
を
出
す

こ
と
と
し
た
。

⑤
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の
導

入
に
つ
い
て

松
前
町
議
会
で
の
研
修
視
察
に

お
い
て
確
認
し
た
制
度
で
は
あ
る

が
、
議
会
（
議
員
）
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
る
こ
と
は
確
認
出
来
て

い
る
。

ま
た
、
松
前
町
で
は
議
会
モ
ニ

タ
ー
の
中
か
ら
議
員
も
誕
生
し
て

い
る
。

な
お
、
町
民
か
ら
の
意
見
や
要

望
な
ど
を
広
く
聴
収
で
き
る
機
会

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

「
議
員
定
数
等
の
見
直
し
に
係
る

町
民
懇
談
会
」
に
お
け
る
意
見
集

約
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
鶉
地

区
で
定
数
２
名
減
に
す
べ
き
と
い

う
意
見
と
、
定
数
２
名
増
に
す
べ

き
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
下
地

区
及
び
館
地
区
で
は
特
に
異
論
は

な
か
っ
た
。

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
下
地

区
で
一
般
議
員
の
報
酬
が
21
万
円

程
度
で
は
、
若
い
世
帯
は
議
員
報

酬
の
み
で
は
厳
し
い
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。
鶉
地
区
及
び
館
地
区

で
は
特
に
異
論
は
な
か
っ
た
。

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
３
地
区
と

も
概
ね
好
評
を
得
た
。

特
別
委
員
会
と
し
て
の
提
言
報
告

町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足

対
策
検
討
会
の
報
告
書
で
は
、

『
定
数
と
は
そ
も
そ
も
、
住
民
の

多
様
な
意
見
を
議
会
に
反
映
す
る

た
め
何
人
の
議
員
が
必
要
か
、
議

会
が
合
議
制
機
関
と
し
て
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
何
人

の
議
員
が
必
要
か
を
出
発
点
と
し

て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
選
挙
戦

の
実
現
と
は
無
関
係
の
事
柄
で
あ

る
。
』

と
提
言
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
近

隣
町
村
に
お
い
て
も
、
定
数
を
削

減
し
て
い
る
結
果
も
出
て
い
る
。

ま
た
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も

同
じ
報
告
書
に
よ
る
と
、

『
低
額
な
議
員
報
酬
の
改
善
は
な

り
手
不
足
対
策
と
し
て
非
常
に
重

要
で
あ
る
が
、
目
先
の
選
挙
戦
実

現
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
新
し
い
報
酬

額
に
見
合
う
活
動
内
容
や
活
動
量

の
裏
付
け
を
と
ら
な
い
ま
ま
増
額

に
踏
み
切
っ
て
し
ま
う
と
、
住
民

か
ら
の
不
信
感
を
招
く
。
』

さ
ら
に
、

『
近
年
で
は
、
議
員
報
酬
引
き
上

げ
の
代
わ
り
に
議
員
定
数
を
減
ら

す
議
論
を
行
っ
て
い
る
議
会
も
散

見
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
報
酬
や

定
数
の
根
拠
は
何
か
」
と
い
う
根

本
的
な
考
え
が
欠
如
し
て
お
り
、

本
来
、
両
者
は
別
の
問
題
と
し
て

議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
』

と
提
言
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長

会
で
は
、
「
活
動
内
容
を
踏
ま
え
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た
原
価
方
式
」
等
を
議
員
報
酬
に

算
定
す
る
方
法
が
決
議
さ
れ
て
い

る
。以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
特

別
委
員
会
と
し
て
以
下
の
と
お
り

報
告
す
る
。

①
「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て

本
特
別
委
員
会
と
し
て
、
人
口

の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
、
ま
た
、

近
隣
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
定
数
は
10
名
か
ら
１
名
減
の

９
名
と
報
告
す
る
。

な
お
、
今
回
の
定
数
削
減
に
伴

う
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
２
委
員
会
体
制
を
維
持
す

る
も
の
し
、
現
状
は
議
長
が
選
任

後
に
お
い
て
、
常
任
委
員
を
辞
退

し
て
い
る
が
、
今
後
は
副
議
長
と

と
も
に
２
つ
の
委
員
会
へ
選
任
指

名
す
る
も
の
と
し
、
各
常
任
委
員

会
の
定
数
は
６
名
に
改
正
す
る
。

ま
た
、
本
委
員
会
で
は
、
今
後

は
、
議
員
定
数
は
９
名
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
結

論
に
至
っ
て
い
る
。

②
「
議
員
報
酬
」
に
つ
い
て

議
員
報
酬
は
、
平
成
18
年
に
報

酬
額
の
５
％
削
減
を
実
施
し
た
以

降
、
見
直
し
は
し
て
い
な
い
。
全

国
町
村
議
会
議
長
会
の
報
告
に
よ

る
と
、
全
国
の
町
村
議
会
に
お
い

て
報
酬
額
が
据
え
置
か
れ
た
ま
ま

で
あ
り
、
先
の
特
別
委
員
会
の
調

査
の
と
お
り
、
当
町
の
報
酬
額
に

つ
い
て
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
状
況
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
「
原
価
方
式
の

算
定
モ
デ
ル
（
令
和
４
年
モ
デ

ル
）
」
に
よ
り
、
現
議
員
活
動
内

容
を
整
理
確
認
し
た
結
果
、
以
下

の
と
お
り
算
出
さ
れ
た
報
酬
額
を

基
準
に
さ
れ
ま
す
よ
う
報
告
要
望

す
る
。

算
定
モ
デ
ル
に
よ
り
、
当
町
の

議
会
議
員
の
活
動
日
数
の
平
均
は

85
日
と
な
り
、
一
般
議
員
報
酬
額

は
月
額
21
万
３
千
円
と
な
り
、
現

行
か
ら
４
万
２
千
円
の
増
額
と

な
っ
た
。
そ
の
基
本
額
に
議
長
会

が
調
査
し
て
い
る
「
役
職
者
の
議

員
報
酬
の
実
態
（
令
和
元
年
）
」

に
基
づ
き
、
議
長
は
29
万
円
で
６

万
２
千
円
の
増
額
、
副
議
長
は
23

万
５
千
円
で
４
万
１
千
円
の
増

額
、
各
委
員
長
は
21
万
９
千
円
で

４
万
４
千
円
の
増
額
の
報
酬
額
と

算
定
し
た
。

な
お
、
算
出
の
基
礎
な
っ
た
「
議

員
の
活
動
日
数
」
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
中
の
厚
沢
部
町
議
会
一

般
議
員
の
活
動
日
数
を
調
査
し
た

平
均
日
数
で
あ
る
。

③
「
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
」
の
実
施
に
つ
い
て

当
町
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
に
つ
い
て
は
、
有
効
性
が

確
認
出
来
る
こ
と
か
ら
、
実
施
に

む
け
て
町
へ
設
置
設
備
導
入
に
係

る
工
事
費
用
の
予
算
措
置
を
要
望

す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
配
信
設
備
導
入
は
、
早
急

な
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論

か
ら
、
同
委
員
会
終
了
後
の
令
和

５
年
12
月
18
日
に
議
長
、
委
員
長

及
び
議
会
事
務
局
長
が
直
接
、
町

長
及
び
副
町
長
に
映
像
設
備
設
置

に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
町
長
の
迅
速
な

判
断
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
さ
れ
、
令
和
６
年

７
月
末
に
完
成
と
な
っ
た
。

今
後
議
会
と
し
て
は
、
配
信
等

に
係
る
運
用
規
定
な
ど
を
整
備
す

る
と
も
に
、
配
信
に
係
る
操
作
事

務
及
び
配
信
状
況
の
事
前
確
認
を

す
す
め
、
令
和
６
年
10
月
１
日
か

ら
同
時
配
信
及
び
録
画
配
信
を
開

始
す
る
も
の
と
す
る
。

④
「
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
つ

い
て今

回
視
察
し
た
松
前
町
議
会
で

は
、
過
去
を
含
め
た
議
会
関
連
資

料
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
簡
単
に
検

索
が
可
能
と
な
り
、
議
案
等
の
製

本
に
係
る
職
員
の
仕
事
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
確

認
し
た
が
、
予
算
書
や
決
算
書
な

ど
の
議
案
書
に
は
質
問
事
項
や
答

弁
内
容
を
直
接
記
載
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
こ
と
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

本
体
が
高
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
別
委
員
会
出
席
者
全
員
分
を
用

意
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
も
確
認

し
た
。

よ
っ
て
、
引
き
続
き
費
用
面
並

び
に
運
用
面
な
ど
の
問
題
を
解
決

し
つ
つ
、
引
き
続
き
導
入
に
向
け

た
協
議
が
必
要
と
判
断
し
た
。

⑤
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の
導

入
に
つ
い
て

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

も
、
今
回
視
察
し
た
松
前
町
議
会

で
は
成
果
を
確
認
出
来
て
は
い
た

が
、
導
入
し
て
い
る
市
区
町
村
も

少
な
く
、
引
き
続
き
制
度
活
用
に

向
け
た
調
査
協
議
す
べ
き
と
判
断

し
、
早
期
的
な
導
入
を
見
送
る
も

の
と
し
た
。

議員報酬額の算定（議長、副議長、委員長）
議　員 常任委員長 議運委員長 副議長 議　長

算 出 額 213,000 円 219,000 円 219,000 円 235,000 円 290,000 円

現 行 額 171,000 円 175,000 円 175,000 円 194,000 円 228,000 円

差 　 額 42,000 円 44,000 円 44,000 円 41,000 円 62,000 円

※報酬額は、今後開かれる報酬審議会で審議されるため、この報告で決定するわけではありません。

1.03 倍 1.03 倍 1.10 倍 1.36 倍
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こ
の
広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
委

員
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
上
戸
議
員

が
体
調
不
良
か
ら
、
町
議
会
議
員
を

お
辞
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
号

か
ら
、
と
り
あ
え
ず
私
を
含
め
た
３

名
の
議
員
と
事
務
局
で
、
「
議
会
だ

よ
り
」
の
編
集
に
あ
た
っ
て
参
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

上
戸
議
員
と
は
、
年
は
違
え
ど
も

同
期
の
議
員
で
し
た
。
５
年
前
、
選

挙
の
事
前
に
行
わ
る
説
明
会
で
お
会

い
し
た
の
が
、
初
め
て
で
し
た
。

我
々
に
と
っ
て
一
期
目
も
お
互
い
広

報
編
集
委
員
会
で
し
た
が
、
文
章
力

の
高
さ
や
編
集
す
る
能
力
の
高
さ
が

ピ
カ
イ
チ
で
、
自
ら
進
ん
で
原
稿
の

原
案
を
考
え
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
二
期
目
と
な
る
今
期

も
、
お
互
い
広
報
編
集
委
員
会
に
選

ば
れ
、
委
員
長
を
決
め
る
話
し
合
い

の
際
は
、
こ
の
方
し
か
い
な
い
と
思

い
、
私
か
ら
お
願
い
し
て
委
員
長
に

な
っ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

議
会
に
於
い
て
も
、
事
前
に
各
議

員
に
届
け
ら
れ
る
議
案
書
に
び
っ
し

り
と
質
問
事
項
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
に

付
箋
を
貼
っ
て
、
人
一
倍
質
問
を
さ

れ
て
お
ら
れ
、
情
熱
を
も
っ
て
議
員

と
い
う
職
務
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
た

と
感
じ
ま
す
。
一
日
も
早
い
ご
回
復

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
か
）

□
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　

副
委
員
長　

香
川　

直
樹

　
　
　

委　
　

員　

山
田　

克
哉

　
　
　

委　
　

員　

小
野
寺　

孔

議員辞職

　上戸昌行議員から、令和６年９月30日付けで

議員を辞職したい旨の辞職届が提出され、議長

において、同日付けで辞職することを許可しま

した。

議会をYouTubeで配信します議会をYouTubeで配信します
　会議を広く町民の皆様に公開し、より開かれた議会を目指すため、厚沢部町議会を
YouTube で配信します。

　９月11日に、台北駐日経済文化代表処札幌分

処の粘信士処長をお招きし、厚沢部町議会と台

湾との友好促進と関係強化を図ることを目的と

して、「厚沢部町議会日台友好議員連盟」を設立

しました。

　本連盟は、賛同する議員をもって組織されて

おり、鈴木祥司議長が会長に就任されました。

　本連盟の設立をきっかけに、台湾との友好関

係に取り組んでいきます。

主 な 議 会 の う ご き
（６月定例会後から９月定例会まで）

月日 主　　　　　　要　　　　　事　　　　　項

6

14

議員全員協議会（第１会議室）� 議員出席

議員定数等調査特別委員会（議員控室）� 議員出席

総務文教常任委員会（第１会議室）� 委員出席

産業厚生常任委員会（議員控室）� 委員、議長出席

25
愛媛県今治市議会行政視察（議員控室）
� 議長、事務局出席

26
檜山地域振興協議会要望活動（函館市、札幌市）
� 議長出席

7

2 全道町村議会議員研修会（札幌市）� 議員出席

3 議員研修（苫小牧市）� 議員出席

8
第２回檜山広域行政組合議会臨時会（江差町）
� 山田議員、小野寺議員出席

9
「創造の翼」中学生派遣事業報告会（厚沢部中学校体育館）
� 議員出席

10
三重県松阪市議会行政視察（認定こども園）
� 議長、事務局出席

26
産業厚生常任委員会所管事務調査（議員控室）
� 委員、議長出席

総務文教常任委員会所管事務調査（議員控室）�委員出席

29
富山県氷見市議会行政視察（認定こども園）
� 議長、事務局出席

31 広報編集特別委員会（議員控室）� 委員出席

8

9
道南地区森林・林業・林産業活性化推進議員連盟連絡会
現地研修会（知内町）� 議長、浜塚議員、事務局出席

20 全道町村議会広報研修会（札幌市）� 委員出席

22
檜山町村議会定例議長会議（せたな町）� 議長出席

渡島・檜山町村議会議長連絡会議（せたな町）�議長出席

28

令和６年第５回議会議員全員協議会（第１会議室）
� 議員出席

議員全体会（第１会議室）� 議員出席

第８回議員定数等調査特別委員会（第１会議室）
� 議員出席

29
第２回国民健康保険事業の運営に関する協議会
（第２会議室）� 議長、副議長、山田議員出席

9
4 議会運営委員会（議員控室）� 委員、議長、副議長出席

10 第３回議会定例会招集（議場）� 議員出席

厚沢部町ホームページの「厚沢部町議会」→「議会中継」から
または、右のQRコードからお入りください。

厚沢部町議会厚沢部町議会
日台友好議員連盟の設立日台友好議員連盟の設立


